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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第107期
第２四半期
連結累計期間

第108期
第２四半期
連結累計期間

第107期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 20,508,062 25,096,207 43,362,146

経常利益又は経常損失(△) (千円) △101,160 423,842 406,948

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) △48,124 255,610 135,181

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △73,444 199,546 147,531

純資産額 (千円) 15,520,592 15,844,368 15,741,466

総資産額 (千円) 25,631,338 27,373,724 26,418,760

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は１株当たり四半期純損
失金額(△)

(円) △2.49 13.23 7.00

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ― ─

自己資本比率 (％) 60.6 57.9 59.6

営業活動によるキャッシュ・
フロー

(千円) △359,719 430,991 △414,769

投資活動によるキャッシュ・
フロー

(千円) △679,860 △12,133 △696,270

財務活動によるキャッシュ・
フロー

(千円) △1,151,376 △104,924 △637,200

現金及び現金同等物の四半期末
(期末)残高

(千円) 3,552,085 4,308,733 3,994,799

　

回次
第107期
第２四半期
連結会計期間

第108期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.06 2.34

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して
おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。
３　「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」は、第107期第２四半期連結累計期間については１
株当たり四半期純損失であり、また潜在株式がないため記載しておりません。第108期第２四半期連結累計期
間、第107期については、潜在株式がないため記載しておりません。

４　第107期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」
(企業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による停滞から復興の兆しが見

え始めているものの、電力供給問題等に対し解決に至っておらず、また、欧州債務問題及び中東における政

情不安により、景気は依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。 

　配合飼料業界におきましては、主原料である米国産とうもろこし及び大豆粕の価格が、需給の逼迫と在庫

水準の低さから高騰し、また、海上運賃も底堅く推移したため、４月と７月に配合飼料価格の値上げを行い

ました。 

　このような状況のなか、当社グループは、積極的に飼料の販売を行ったことにより販売数量が前年同期を

上回り、また、配合飼料価格を値上げした影響から売上高は250億96百万円（前年同期比22.4%増）となり

ました。営業利益は３億21百万円（前年同期の営業損失２億16百万円）となり、経常利益は４億23百万円

（前年同期の経常損失１億１百万円）、四半期純利益は２億55百万円（前年同期の四半期純損失48百万

円）となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。  

飼料事業  

売上高は、販売数量の増加や配合飼料価格の値上げ等により242億50百万円（前年同期比23.2%増）と

なり、セグメント利益（営業利益）は５億41百万円（前年同期比88.0%増）となりました。 

畜産事業 

売上高は、８億45百万円（前年同期比1.9%増）となり、セグメント利益（営業利益）は22百万円（前

年同期のセグメント損失56百万円）となりました。 
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(2)財政状態の分析

(資産の部)

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ９億54百万円増加し、273

億73百万円となりました。これは、主に売上高増加により現金及び預金が３億13百万円、受取手形及び売

掛金が５億42百万円増加したことによるものです。

　

(負債の部)

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ８億52百万円増加し、115

億29百万円となりました。これは、主に原材料価格の上昇により支払手形及び買掛金が５億59百万円増加

したことによるものです。

　

(純資産の部)

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ１億２百万円増加し、

158億44百万円となりました。これは、主に利益剰余金が１億59百万円増加したことによるものです。

　

(3)キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、43億８百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ３億13百万円増加しました。当第２四半期連結累計期間における各キャッ

シュ・フローの状況とその要因は次の通りであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は４億30百万円（前年同期使用した資金は３億59百万円）となりました。

これは主に、税金等調整前当期純利益が４億23百万、売上債権が５億８百万円増加した一方、仕入債務が５

億59百万増加したことによるものです。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は12百万円（前年同期使用した資金は６億79百万円）となりました。これ

は主に、貸付による支出６億79百万円、貸付金の回収による収入７億26百万円、有形固定資産の取得による

支出59百万円によるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は１億４百万円（前年同期使用した資金は11億51百万円）となりました。

これは主に、配当金の支払96百万円によるものであります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は47百万円であります。
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(6)生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間の生産高は、208億93百万円（前年同期比23.1%増）となりました。これは主

に生産数量の増加、原材料価格の高騰によるものであります。

当第２四半期連結累計期間の販売高は、250億96百万円（前年同期比22.4%増）となりました。これは主

に販売数量の増加、配合飼料価格の値上げによるものであります。

 

　

EDINET提出書類

日和産業株式会社(E00454)

四半期報告書

 6/20



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 79,591,000

計 79,591,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年11月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,830,825 20,830,825
大阪証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000
株であります。

計 20,830,825 20,830,825 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年７月１日～
平成23年９月30日

─ 20,830,825 ─ 2,011,689 ─ 1,904,186
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(6) 【大株主の状況】

平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

豊田通商㈱ 名古屋市中村区名駅４―９―８ 1,362 6.54

東北グレーンターミナル㈱ 青森県八戸市大字河原木字海岸24―４ 1,153 5.54

㈱カーギルジャパン 東京都千代田区丸の内３―２―３ 1,000 4.80

㈱みなと銀行 神戸市中央区三宮町２―１―１ 963 4.62

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２―７―１ 923 4.43

㈱三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１―１―２ 923 4.43

兵庫県信用農業協同組合連合会 神戸市中央区海岸通１ 849 4.08

三井住友海上火災保険㈱ 東京都中央区新川２―27―２ 827 3.97

佐藤産業㈱ 神戸市東灘区住吉浜町18 535 2.57

パシフィックグレーンセンター
㈱

東京都中央区日本橋本町１－１－８ 501 2.41

計 ― 9,036 43.38

(注)　上記のほか当社保有の自己株式が1,510千株(7.25％)あります。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　 　1,510,000

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式　　19,280,000 19,280 ─

単元未満株式 普通株式　　　　40,825 ― ─

発行済株式総数           　20,830,825 ― ―

総株主の議決権 ― 19,280 ―

(注)  「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株(議決権４個)含まれて

おります。
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② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）
日和産業株式会社

神戸市東灘区住吉
浜町19-５

1,510,000 ─ 1,510,000 7.2

計 ― 1,510,000 ─ 1,510,000 7.2

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

　

EDINET提出書類

日和産業株式会社(E00454)

四半期報告書

 9/20



第４ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,994,799 4,308,733

受取手形及び売掛金 9,560,657 10,102,910

商品及び製品 204,597 169,079

仕掛品 315,104 336,464

原材料及び貯蔵品 1,861,059 2,279,432

その他 1,034,688 651,635

貸倒引当金 △162,063 △164,212

流動資産合計 16,808,844 17,684,043

固定資産

有形固定資産 4,425,135 4,238,225

無形固定資産 12,876 11,517

投資その他の資産

長期貸付金 4,038,084 4,333,912

破産更生債権等 3,685,871 3,358,043

その他 1,726,947 1,718,981

貸倒引当金 △4,279,000 △3,971,000

投資その他の資産合計 5,171,903 5,439,937

固定資産合計 9,609,915 9,689,680

資産合計 26,418,760 27,373,724

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,045,341 4,604,771

短期借入金 5,353,500 5,353,500

1年内返済予定の長期借入金 17,252 17,252

未払法人税等 312 179,080

賞与引当金 115,370 138,467

その他 749,555 794,458

流動負債合計 10,281,332 11,087,529

固定負債

長期借入金 17,253 8,627

長期未払金 112,040 112,040

退職給付引当金 266,668 321,159

固定負債合計 395,961 441,826

負債合計 10,677,293 11,529,356
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,011,689 2,011,689

資本剰余金 1,904,186 1,904,186

利益剰余金 12,071,750 12,230,758

自己株式 △293,976 △294,019

株主資本合計 15,693,648 15,852,613

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 31,310 26,424

繰延ヘッジ損益 16,507 △34,669

その他の包括利益累計額合計 47,817 △8,245

純資産合計 15,741,466 15,844,368

負債純資産合計 26,418,760 27,373,724
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 20,508,062 25,096,207

売上原価 19,026,430 23,314,703

売上総利益 1,481,632 1,781,504

販売費及び一般管理費 ※1
 1,698,423

※1
 1,460,204

営業利益又は営業損失（△） △216,791 321,299

営業外収益

受取利息 71,874 69,549

受取配当金 5,466 6,558

為替差益 38,131 28,679

その他 43,171 39,497

営業外収益合計 158,644 144,285

営業外費用

支払利息 36,494 35,776

その他 6,518 5,964

営業外費用合計 43,013 41,741

経常利益又は経常損失（△） △101,160 423,842

特別利益

投資有価証券売却益 1,000 －

特別利益合計 1,000 －

特別損失

投資有価証券評価損 － 257

特別損失合計 － 257

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△100,160 423,584

法人税、住民税及び事業税 △52,000 169,000

法人税等調整額 △35 △1,025

法人税等合計 △52,035 167,974

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△48,124 255,610

四半期純利益又は四半期純損失（△） △48,124 255,610
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△48,124 255,610

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △12,235 △4,885

繰延ヘッジ損益 △13,084 △51,177

その他の包括利益合計 △25,320 △56,063

四半期包括利益 △73,444 199,546

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △73,444 199,546

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△100,160 423,584

減価償却費 230,907 265,811

貸倒引当金の増減額（△は減少） 261,578 50,369

賞与引当金の増減額（△は減少） △13,859 23,096

退職給付引当金の増減額（△は減少） 45,279 54,490

受取利息及び受取配当金 △77,341 △76,107

支払利息 36,494 35,776

有形固定資産除売却損益（△は益） △350 △531

投資有価証券売却損益（△は益） △1,000 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 257

売上債権の増減額（△は増加） △89,140 △508,161

たな卸資産の増減額（△は増加） △360,036 △404,214

仕入債務の増減額（△は減少） △180,332 559,429

未払消費税等の増減額（△は減少） 902 64,786

その他の資産の増減額（△は増加） 65,012 △48,616

その他の負債の増減額（△は減少） 13,739 △95,964

小計 △168,303 344,007

利息及び配当金の受取額 77,341 76,107

利息の支払額 △66,159 △65,523

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △202,597 76,399

営業活動によるキャッシュ・フロー △359,719 430,991

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △301,370 △59,598

有形固定資産の売却による収入 1,199 709

投資有価証券の売却による収入 26,150 －

貸付けによる支出 △1,395,575 △679,800

貸付金の回収による収入 988,927 726,612

その他 809 △57

投資活動によるキャッシュ・フロー △679,860 △12,133

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,046,000 －

長期借入金の返済による支出 △8,626 △8,626

自己株式の取得による支出 △359 △43

配当金の支払額 △96,390 △96,255

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,151,376 △104,924

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,190,956 313,933

現金及び現金同等物の期首残高 5,743,041 3,994,799

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,552,085

※1
 4,308,733
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

 偶発債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入金に対

して、次の通り債務保証を行っております。

㈲拓新 100,000千円

協栄ファーム㈲ 100,000千円

他10社 70,823千円

計 270,823千円

 偶発債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入金に対

して、次の通り債務保証を行っております。

㈲拓新 100,000千円

協栄ファーム㈲ 100,000千円

他４社 52,781千円

計 252,781千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

運賃保管料 330,949千円

飼料価格安定基金負担金 386,547千円

従業員給与手当 181,973千円

貸倒引当金繰入額 261,578千円

賞与引当金繰入額 41,794千円

退職給付費用 51,066千円

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

運賃保管料 344,815千円

飼料価格安定基金負担金 430,044千円

従業員給与手当 176,195千円

貸倒引当金繰入額 35,311千円

賞与引当金繰入額 46,146千円

退職給付費用 61,466千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 3,552,085千円

現金及び現金同等物 3,552,085千円
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 4,308,733千円

現金及び現金同等物 4,308,733千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 96,615 5.00平成22年３月31日平成22年６月30日 利益剰余金

　

２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 96,602 5.00平成23年３月31日平成23年６月30日 利益剰余金

　

２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント 調整額
(千円)
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(千円)
(注)２

飼料事業
(千円)

畜産事業
(千円)

計
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 19,678,352829,71020,508,062 ─ 20,508,062

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

440,708 ─ 440,708△440,708 ─

計 20,119,061829,71020,948,771△440,70820,508,062

セグメント利益又は損失(△) 288,043△56,631231,411△448,202△216,791

(注)１　セグメント利益の調整額△448,202千円には各報告セグメントへ配賦していない費用（貸倒引当金繰入額及び

退職給付費用に係る年金資産の時価評価差額並びに管理部門に係る費用等）448,414千円が含まれております。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント 調整額
(千円)
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(千円)
(注)２

飼料事業
(千円)

畜産事業
(千円)

計
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 24,250,978845,22925,096,207 ― 25,096,207

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

504,080 ― 504,080△504,080 ―

計 24,755,059845,22925,600,288△504,08025,096,207

セグメント利益 541,45622,521563,978△242,679 321,299

(注)１　セグメント利益の調整額△242,679千円には各報告セグメントへ配賦していない費用（管理部門に係る費用

等）240,440千円が含まれております。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

△２円49銭 13円23銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)(千円)

△48,124 255,610

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)(千円)

△48,124 255,610

普通株式の期中平均株式数(株) 19,322,105 19,320,355

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、前第２四半期連結累計期間については１株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式がないため記載しておりません。当第２四半期連結累計期間については、潜在株式がないた

め記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月14日

日和産業株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　増　　田　　　　　豊　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　小　　市　　裕　　之    印
　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日和
産業株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平
成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日和産業株式会社及び連結子会社の平成23年
９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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